
埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会

令和５年度 活動報告

１ 彩の国あんしんセーフティネット事業（相談支援）

市区町村社協、自立相談支援機関

行政（生保担当等） など

○R5実績 ※（）は累計

支援件数 ： 21件（127件）

支援者数 ： 15名（108名）

会員状況（R6.3月末時点）

法人数 ２１6法人
施設数 ２38施設
社協数 ６2社協

フードパントリーで配布する様子

○主な紹介経路

○現物給付の内訳 ※複数回答あり○相談件数と現物給付金額（H26～R5）

○支援人数と衣類の数（H30～R5）

2 就労支援

３ 衣類バンク事業

R5は若い世代の相談も多く、施設に就職したケースも数件ありました。

登録施設数は３９施設(R6.3末現在）で、昨年度から3施設増えました。

利用人数は年々増加 累計支援点数は１.6万点を突破！

入会案内パンフレット

を作成！

個人からのお申込みだけでなく、行政、社協、保健セン

ターの相談支援の一つとして活用いただいたほか、

企業から寄付いただいた靴下やサンダルを、社協主催

のフードパントリー等を利用する

子育て世帯に配布しました。

物価高騰等の影響により、年間の現物給付額が1千万円超（過去最高）

物価高騰等の影響により、R5の1件あたりの平均現物給付額は

35,837円、年間の現物給付合計金額は１，０００万円を超え、

過去最高となりました。
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食材

11%

光熱水費

40%

住居関係

11%

日用品費

5%

交通費

11%

医療費

3%

携帯電話・

通信費

11%

その他

8%

自立相談支援機関、行政（生保担当等）

地域若者サポートステーション

○主な紹介経路
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衣類支援人数 衣類支援点数

累計支援人数： 5,460名
累計支援点数：16,442点

支援施設にて就職 5名

関係機関で支援継続 8名

継続支援中 2名

【支援後の状況（支援中を含む）】

20代 3名 50代 2名

30代 3名 60代 1名

40代 5名 70代 1名

【R5支援対象者 年齢構成】



○食料支援

○文房具配布

○外部研修助成金

年3回の食料支援を実施し、彩の国あんしんセーフティネット事業の
相談者や窓口に来られた方などにお渡ししました。

第１回（４月）中華丼・インスタント味噌汁
第２回（７月）ゼリー飲料・パックご飯（味付き）
第３回（１２月）レトルトおでん 合 計 10,940個

学習支援やフードパントリー等を利用するこども（世帯）に対し、学習に必

要な文房具と事業案内チラシを配布しました。チラシを御覧になった方から

問い合わせをいただき、衣類バンクの利用につながる事例もありました。

助成件数：15件（８施設・６社協） 助成金額：132,000円

埼玉県社会福祉法人経営者協議会、埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会、県社協の３者が一体となり、
市町村域における地域の公益的な取組の促進を支援する事業を開始しました。

多くの企業・団体の皆様から衣類や食品等のご寄付をいただきました。

いただいた品は、各事業の支援や会員施設・社協の取り組みを通じて、

生活にお困りの方へお届けしました。

★御協力いただいた皆様 （敬省略、５０音順）

・AGS （株） ・グランシンフォニア子ども会 ・（一社）コンパスナビ ・埼玉縣信用金庫 ・（社福）さいたま市社会福祉事業団 児童センター

・（株）シップス ・島崎（株） ・（株）セブン-イレブン・ジャパン ・第一生命保険（株） 大宮支社さいたま営業オフィス ・デッカーズジャパン合同会社

・（株）ナイガイ ・むさし証券（株） ・UNIX TOKYO（株） 他

○各事業担当者のための会議・研修

・セーフティ相談員養成研修（5-6月）、フォローアップ研修（10月）

専門研修（1月）、ブロック会議・研修（7-8月）

・就労支援担当者研修（1-2月）、就労支援事業所連絡会（11月）

・衣類バンク事業連絡会議（12月）

○推進協議会の運営

・運営委員会（年３回）、幹事会（年４回）、 推進連絡会議（７月,2月）

推進協議会各種事業に関連する内容の研修について、参加費を助成しました。

発行：埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 （事務局：社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 生活支援課）

4 その他事業（基金を活用した取組）

５市町村域における公益的な取組支援事業【新規】

6 企業・団体からの寄贈

７ 会議・研修の実施

個別支援：６社協・１施設
助成支援：１件 １１０，０００円
市町村社協情報交換会の開催

【市町村域】

連絡会の設置、ネットワーク構築等

施設

施設

施設 施設

社協
施設

推進協

県社協

経営協

・活動助成
・情報交換会
の実施 等

・調査研究の実施
・組織的な後押し等

３者一体の
支援体制

・情報やノウハウの提供、
会議等への参加（個別支援） 等

８ その他
事業案内＆入会案内

パンフレットを作成！



埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 

令和５年度事業報告

１ 推進協議会の運営 

（１）運営委員会の開催

第１回運営委員会 令和５年６月１３日（火） オンライン 

【協議】 

・令和４年度事業報告（案）・決算（案）

・市町村域における公益的な取組支援について

・文房具支援について

・事業紹介パンフレット、入会案内パンフレットについて

・令和５年度上半期実施事業について

【報告】 

・令和５年度事業実績（速報）

・入退会状況

第２回運営委員会  令和５年１１月１６日（木） オンライン 

  【協議】 

・令和５年度下半期実施事業について

・令和６年度事業の進め方

・推進協１０周年に向けた取組について

・衣類バンク事業入会パンフレット

  【報告】 

・令和５年度上半期事業報告

・令和５年度事業実績（速報）

・市町村域における公益的な取組について

・会員拡大に向けた取組について

・入退会状況

・交通系 ICカード新規発売停止に伴う交通費支援について

第３回運営委員会  令和６年２月１９日（月） オンライン 

【協議】 

・運営委員の選出

・会長・副会長の選出

・幹事の選任及び幹事長・副幹事長の選出

・令和６年度事業計画（案）・予算（案）

・市町村域における公益的な取組支援助成金交付要領の一部改正等について

・各種事業実施要綱の一部改正について

・推進協１０周年に向けた取組について
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【報告】 

・市町村域における公益的な取組について

・衣類バンク事業入会パンフレットについて

・令和５年度事業実績（速報）

・入退会状況

（２）幹事会の開催

第１回幹事会  令和５年５月１７日（水）オンライン 

【協議】 

・令和４年度事業報告（案）・決算（案）について

・市町村域における公益的な取組支援について

・文房具支援について

・事業紹介パンフレット、入会案内パンフレットについて

・令和５年度上半期実施事業について

【報告】 

・令和４年度事業実績

・入退会状況

第２回幹事会  令和５年９月５日（火） オンライン 

【協議】 

・推進協 事業紹介パンフレット、入会案内パンフレットについて

・衣類バンク事業 入会案内パンフレット

・推進協１０周年に向けた取組について

【報告】 

・令和５年度第１回運営委員会

・上半期実施事業

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事業実績（速報）

・入退会状況

・交通系 ICカード新規発行停止に伴う交通費支援について

・市町村域における公益的な取組について

第３回幹事会  令和５年１２月４日（月） オンライン 

  【協議】 

・令和６年度事業計画（案）、予算（案）について

・推進協１０周年に向けた取組について

  【報告】 

・令和５年度第２回運営委員会

・令和５年度下半期実施事業について

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事業実績（速報）

・市町村域における公益的な取組について

・会員拡大に向けた取組について
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【その他】 

   ・任期満了に伴う幹事の選任について 

 

第４回幹事会  令和６年３月１４日（木） オンライン 

  【協議】 

・１０周年に向けた取組について 

・令和６年度実施事業について 

  【報告】 

・令和５年度第３回運営委員会 

・市町村域における公益的な取組支援について 

・衣類バンク事業入会案内 

・令和５年度事業実績（速報） 

・入退会状況 

 

（４）社会貢献活動推進連絡会議 

第１回 令和５年７月４日（火） オンライン   ６８名 

【報告】 

・令和４年度事業報告・決算報告 

・令和５年度事業計画・予算  

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会会員数について 

・市町村域における公益的な取組支援事業について 

  【講義】 

   「フードパントリーの取組から学ぶ地域における公益的な取組について」 

講師：NPO 法人 埼玉フードパントリーネットワーク   

   理事長 草場 澄江 氏  

 

第２回 令和６年２月８日（木） オンライン ６５名 

【報告】 

 ・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会の取組について 

【講義】 

「社会福祉法人による地域における公益的な取組について」 

 講師：社会福祉法人 同愛会 理事長 

    栃木県社会福祉法人経営者協議会 会長 菊地 月香 氏  

 ※埼玉県社会福祉法人経営者協議会と共催 

 

（５）ブロック会議・研修の開催 

  第１回ブロック会議・研修 

第１ブロック 令和５年７月１８日（火） 彩の国すこやかプラザ ２１名 

第２ブロック 令和５年８月１８日（金）  ウェスタ川越     ２３名 

第３ブロック 令和５年８月２５日（金） 熊谷文化創造館さくらめいと ２６名 

第４ブロック 令和５年７月２５日（火） 菖蒲文化会館アミーゴ ３４名 
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【事務局説明】 

 彩の国あんしんセーフティネット事業の概要及び各ブロックの支援状況について 

【実践報告】 

 第１ブロック：社会福祉法人ささの会 

        さいたま市岩槻区障害者生活支援センターささぼし 

        相談支援専門員 藤村 晃央 氏 

        社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 

        北部地域連携課岩槻区事務所  

        主査 中野 彩子 氏  

        第１ブロック社会貢献支援員 

        張替 健太 氏 

 第２ブロック：社会福祉法人至福の会 

        特別養護老人ホームむさしの園わかば 髙橋 広大 氏 

        社会福祉法人狭山市社会福祉協議会 

        くらし・しごと支援センターさやま   

自立相談支援員 辻澤 智  氏 

 第３ブロック：深谷市自立相談支援機関ワーカーズコープ 中條 志ず子 氏 

        社会福祉法人岡部福祉会 福寿園 秋池 光憲 氏 

        第３ブロック社会貢献支援員 

        栗原 徹 氏 

    第４ブロック：社会福祉法人行田市社会福祉協議会  

行田市自立相談支援センター 亀山 愛実 氏 

           社会福祉法人聖徳会 見沼園  

相談支援専門員 篠﨑 真広 氏  

【意見交換】 

・実践報告を通して感じたこと 

・日頃の相談支援における実施施設、社協、自立相談支援機関の連携について 

 

 

（６）セブン‐イレブン商品寄贈ＳＡＩＴＡＭＡプロジェクトへの協力 

   送付先   ２６箇所（内訳：施設１７、社協９）  

受領箱数  ８７７箱（内訳：食料５５７箱、雑貨３２０箱） 

 

 

（７）広報活動 

   関係機関及び未加入法人等への推進協議会全体の理解促進を図るため、入会案内パン

フレットを６，５００部、事業案内パンフレットを１１，５００部作成し、未加入法

人、自立相談支援機関、福祉事務所等へ送付した。 
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２ 彩の国あんしんセーフティネット事業（相談支援）の実施  

（１）相談支援実績（平成 26年 9月 1日～令和 6年 3月 31日）  
 

（２）社会貢献支援員連絡会議 

   第１回 令和５年４月２０日（木）  第７回 令和５年１０月２０日（金） 

   第２回 令和５年５月１９日（金）  第８回 令和５年１１月１７日（金） 

   第３回 令和５年６月１９日（月）  第９回 令和５年１２月２２日（金） 

   第４回 令和５年７月１８日（火）  第10回 令和６年 １月３０日（火） 

   第５回 令和５年８月２５日（金）  第11回 令和６年 ２月２６日（月） 

   第６回 令和５年９月２５日（月）  第12回 令和６年 ３月２１日（木）第1 2回 平

成３１年 ３月２８日（木 

（３）担当相談員養成研修 

１日目 

①動画配信 令和５年４月２４日（月）～５月１９日（金）  

「セーフティネット事業の概要、相談支援の流れ」 

    説明者：埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事務局 

    「生活福祉資金貸付制度」 

     説明者：埼玉県社会福祉協議会 生活支援部資金課 

    「日常生活自立支援事業」 

    説明者：埼玉県社会福祉協議会 権利擁護センター 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年

相談支援件数 270件 511件 478件 400件 390件 345件

現物給付件数 185件 362件 350件 314件 321件 272件

現物給付
合計金額

4,809,624円 9,645,427円 8,834,985円 9,461,426円 9,862,185円 6,889,639円

現物給付平均
（1件当たり）

25,998円 26,645円 　25,243円 30,132円 30,723円 25,330円

終了支援件数 117件 388件 368件 289件 335件 286件

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

相談支援件数 218件 322件 399件 427件 3,760件

現物給付件数 149件 176件 281件 323件 2,733件

現物給付
合計金額

4,133,250円 4,594,930円 7,810,286円 11,575,418円 77,617,170円

現物給付平均
（1件当たり）

27,740円 26,560円 27,795円 35,837円 28,400円

終了支援件数 146件 219件 288件 287件 2,723件
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②オンライン 令和５年４月２８日（金） 

「生活保護制度と生活困窮者自立支援制度の概要」 

講師：埼玉県福祉部社会福祉課 生活保護担当、医療保護・生活困窮者支援担当 

    「年金制度、医療保険制度の理解」 

    講師：文京学院大学 人間学部人間福祉学科 准教授 篠原 純史 氏 

「法テラスの利用方法」 

        講師：法テラス埼玉法律事務所  

弁護士 米山 佳宏 氏、川澄 馨子 氏 

 

２日目 令和５年５月１２日（金） 彩の国すこやかプラザ 

【講義】 

「社会福祉の動向とＣＳＷ、ＣＳＷの機能と役割」 

    講師：文京学院大学 人間学部人間福祉学科 

       教授 中島 修 氏 

   【実践報告】 

・社会福祉法人晴智会 特別養護老人ホーム晴和苑  

担当相談員 近藤 智英 氏 

・社会福祉法人埼玉療育友の会 障害者自立支援施設 山鳩よりい  

担当相談員 佐藤 大 氏 

    

３日目 令和５年５月１９日（金） さいたま市文化センター 

【講義】 

「支援での確認事項・現物給付支援の考え方」 

講師：社会福祉法人崇徳会 高齢者総合ケアセンターマザーアース  

久保 英子 氏（第２ブロック社会貢献支援員） 

【事例検討】 

 講師：文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 教授 中島 修 氏 

 

修了者 ４０名（事業開始からの延べ修了者数６５０名） 

 

（４）担当相談員専門研修 

担当相談員フォローアップ研修（第１回専門研修） 

令和５年１０月３０日（月） 彩の国すこやかプラザ ４８名 

【事務局説明】 

 「相談業務の流れの再確認」 

【演習】 

  社会貢献支援員による初回連絡、面談場面のロールプレイを通じたワーク 
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第２回担当相談員専門研修  

令和６年１月３０日（火） 彩の国すこやかプラザ ４５名 

【講義】 

「課題認識や自立に向けた意欲が低い相談者へのアプローチと支援のあり方」 

講師：社会福祉法人豊島区民社会福祉協議会 

総務課 課長 小林 聖子 氏 

「セーフティ相談員として相談者にどう関わるか」 

講師：文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 教授 中島 修 氏 

   【実践報告】 

・社会福祉法人本庄ひまわり福祉会 相談支援事業所ひまわり  

所長 田草川 貴 氏 

・社会福祉法人本庄市社会福祉協議会 本庄市自立相談支援窓口  

星 亘 氏 

・社会福祉法人本庄市社会福祉協議会  

社会福祉係 坂本 翔 氏 

   【意見交換】 

・講義を聞いて感じたこと、相談者との関わりで苦慮した事例、課題を感じた事例 

・実践報告の事例について、どう支援していくか 

 

（５）食料支援の実施 

    彩の国あんしんセーフティネット事業実施施設・社協に対して食料を送付。彩の 

   国あんしんセーフティネット事業の相談者や生活にお困りの相談者の支援において 

   活用された。 

 

 実施月 食品 数 

第１回 ４月 
中華丼 

インスタント味噌汁（12食入り） 
４，９２０個 

第２回 ７月 
味付きパックご飯（3食入り） 

ゼリー飲料 
３，７１６個 

第３回 １２月 レトルトおでん ２，３０４個 

            合計 １０，９４０個 

  

＜主な活用先＞ ※197 施設のうち 134施設回答あり。62社協のうち 62社協回答あり。 

  ヵ所 

１ 貸付の相談者など生活にお困りの方 ９２ 

２ セーフティネット事業の相談者 ８１ 

３ その他（学習支援教室、こども食堂、フードパントリー等） ３９ 

４ 他施設・社協・関係機関への送付 ２８ 

   （複数回答あり） 
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３ 彩の国あんしんセーフティネット事業 就労支援の実施  

（１）就労支援実績（平成 29年 7月 1日～令和 6年 3月 31日） 

   ※新型コロナの影響により令和 2年 4月～令和 4年 6月まで新規相談受付を停止 

   就労支援登録施設  ３９施設 

 

（２）就労支援担当者研修  

   令和５年６月２２日（木） 彩の国すこやかプラザ ２１名 

   【事務局説明】 

   「就労支援の流れ・支援のポイント」 

    説明者：埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事務局 

【実践報告】 

    ・社会福祉法人神川町社会福祉協議会 主任 村山 智子 氏 

    ・社会福祉法人美鈴会 特別養護老人ホームパストーン浅間台 小川 清人 氏 

    ・上尾市健康福祉部生活支援課 くらしサポート相談窓口    

主任相談支援員 岸 浩光 氏 

   【講義】 

   「就労支援で活かすアセスメント、作業場面での相談者との関わり方のポイント」 

    説明者：障害者就業・生活支援センターCSA 就業支援担当者 宮崎 和香 氏 

   【事例検討】 

    実践報告の事例における本人へのアプローチの仕方について検討 

     

（３）就労支援事業所連絡会  

   令和５年１１月６日（月） 彩の国すこやかプラザ ３４名 

   【実践報告】 

・社会福祉法人久喜同仁会 鶴寿荘介護老人福祉施設  

生活相談員 篠崎 清貴 氏 

・社会福祉法人久喜市社会福祉協議会  

相談支援課長 中繁 秀基 氏 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

就労
支援件数

15件 39件 40件 7件 0件 5件 21件 127件

就労
支援者数

11名 35名 36名 7名 0名 4名 15名 108名

就労
訓練日数

232日 572日 517日 163日 0日 36日 198日 1,718日

訓練日数
（1人当たり）

21.1日 16.3日 14.4日 23.3日 0日 9.0日 13.2日 15.9日

就労支援
終了者数

7名 24名 31名 7名 0名 4名 13名 86名

協力金
支払額

276,000円 1,106,000円 988,000円 326,000円 0円 62,000円 358,000円 3,116,000円

協力金
支払額

（1人当たり）

25,091円 31,600円 27,444円 46,571円 0円 15,500円 23,867円 28,852円
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・社会福祉法人鳩山松寿会 特別養護老人ホーム鳩山松寿園  

庶務課長 片山 昭二 氏 

・アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所  

相談支援員 佐野 ますみ 氏 

【意見交換】 

・実施施設、相談支援機関における就労支援の現状と連携について 

 

４ 衣類バンク事業の実施 

（１）衣類バンク事業支援実績（平成 30年 4月 1日～令和 6年 3月 31日） 

    衣類バンク事業実施施設数  ５３施設 

 

（２）衣類バンク事業連絡会議 

   令和５年７月２４日（月） オンライン ２８名 

【事務局説明】 

    ・実績報告、入会案内パンフレット作成案について 

   【実践報告】 

    ・三丁目すまいる保育園 古城 詠子 氏 

    ・第二なかよしこども園 喜多濃 定人 氏 
 

（３）フードパントリーへの衣類提供 

より多くの世帯への支援及び事業周知を目的として、フードパントリーを対象に寄

贈されたサンダルや靴下、衣類等を提供した。 

  ①市町村社協が主催するフードパントリーへの提供（７月） 

６社協（所沢市、深谷市、日高市、吉川市、ふじみ野市、上里町）のフードパント

リーを通じて、子育て世帯３４９世帯（５６２名）に提供。 

  ②市町村社協と関わりのあるフードパントリーへの提供（２月） 

    ８市町村（本庄市、鴻巣市、草加市、新座市、日高市、吉川市、小川町、川島町）の

フードパントリーを通じて、子育て世帯５５７世帯（１，１２０名）に提供。 
 

（４）広報活動 

①入会案内パンフレットの作成 

未加入法人・施設への衣類バンク事業の理解促進を図り、実施施設増加につなげる

ため、新たに入会案内パンフレットを３，０００部作成し、未加入法人、福祉事務所、

自立相談支援機関、保健センター等へ送付した。 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

衣類支援件数　　　　　　63件 156件 186件 732件 509件 1,588件 3,234件

衣類支援人数　　　　　 101名 289名 301名 1,158名 839名 2,772名 5,460名

衣類支援点数　　　　   413点 1,003点 1,437点 3,338点 4,213点 6,038点 16,442点

支援点数
（平均）

（1人当たり）
　　　　　  4.1点 3.5点 4.8点 2.9点 5.0点 2.2点 3.0点
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②チラシの改修及び関係機関への送付 

利用者向けチラシ及び寄付者向けチラシの改修を行い、自立相談支援機関、福祉事

務所等関係機関への送付と併せて、公民館やコミュニティセンター等でのチラシ配架

にご協力いただくよう依頼を行った。 

 

５ 組織強化・広報活動 

（１）文房具支援（実施時期：令和５年７月～９月） 

学習支援やフードパントリー等を利用するこども（世帯）に対し、学習に必要な文

房具（シャープペンシル）を約１７，５００個配布し、学びの支援とあわせて事業

の周知を図った。 

 

（２）外部研修助成の実施 

   各事業の活性化や職員の資質向上を図ることを目的に助成を行った。 

   助成件数：１５件（８施設・６社協）  助成額：１３２，０００円 

  

（３）ツナグ通信の発行 

   会員に向けた情報提供のため、毎月１回、各事業実績や利用者の声を掲載した「ツナ

グ通信（会員向けニュースレター）」を発行した。 

 

６ 市町村域における公益的な取組の支援 

（１）助成支援 

   件 数：１件（寄居町社会福祉法人福祉施設等連絡会議） 

   助成額：１１０，０００円 

   内 容：①地域支えあいの会や第２層協議会が実施する生活支援活動に必要な資材等 

の現物給付を通じて、地域住民の日常生活を支援 

②生活困窮者を対象とする食材支援として、購入した食材を町社協が実施する 

フードパントリーやフードバンクへ提供 

 

（２）個別支援 

社協や施設が主催する会議や研修会に出席し、推進協議会の取組や助成金の説明、

他市町村の公益的な取組の情報提供等を行い、取組の支援を行った。（埼玉県社会福

祉協議会や埼玉県社会福祉法人経営者協議会と協働して支援を実施） 

６社協（川越市、深谷市、戸田市、和光市、鶴ヶ島市、吉川市）、１施設（毛呂山町） 

 

（３）市町村社協情報交換会※第２回ブロック会議・研修内容を変更して実施 

   令和６年１月１０日（水）彩の国すこやかプラザ ２２名 

   【会長挨拶・説明】 

   「社会福祉法人による地域における公益的な取組について」 

    埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 会長 池田 徳幸 氏 
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【事務局説明】 

   「各市町村での実施状況等について」 

    埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事務局   

 【取組報告】 

    ・社会福祉法人川越市社会福祉協議会 主任 佐藤 遼平 氏 

    ・社会福祉法人真正会           遠藤 厚史 氏 

 ・社会福祉法人深谷市社会福祉協議会 次長補佐兼地域福祉係長 荻原 祐輔 氏 

    ・社会福祉法人邑元会        常務理事 神戸 章  氏 

   【まとめ】 

   「社会福祉法人による地域における公益的な取組について～寄居町の場合～」 

社会福祉法人寄居町社会福祉協議会 常務理事 矢部 吉春 氏 
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【収入の部】 補正後 （単位：円）

科目 予算額 決算額 差額

２　賛助会費収入 10,000 10,000 0

３　寄附金収入 1,000 0 1,000

４　雑収入 99,000 113,568 △ 14,568

５　法人運営事業繰入金収
入

2,640,000 2,640,000 0

６　社会貢献基金積立資産
取崩収入

1,268,000 1,765,526 △ 497,526

合　計 57,105,000 57,616,094 △ 511,094

【支出の部】 （単位：円）

科目 予算額 決算額 差額

１　人件費支出 13,800,000 13,791,108 8,892

２　消耗器具備品
　　費支出

3,469,000 3,440,740 28,260

　　　（内訳）事務消耗品 - 417,791 -

　　　　　　　　食料支援 - 1,882,992 -

　　　　　　　　文房具支援 - 1,139,957 -

３　賃借料 2,529,000 2,528,668 332

４　諸謝金 363,000 363,000 0

５　旅費交通費支出 203,000 214,553 △ 11,553

６　印刷製本費 1,142,000 1,103,519 38,481

７　修繕費 100,000 0 100,000

８　通信運搬費 2,190,000 2,011,546 178,454

     （内訳）   連絡調整 - 1,672,586 - 電話代、会議資料・衣類・パンフレット等送付代

                  食料支援 - 277,745 - 食料支援送付代

                  文房具支援 - 61,215 - 文房具支援送付代

９　会議費 8,000 7,399 601

１０　保守料支出 2,050,000 2,049,010 990

１１　手数料支出 167,000 178,140 △ 11,140

支援システム管理保守料、ホームページ保守料

就労支援保険振込手数料等

社会貢献支援員・就労支援員巡回車リース、会議・研修会会場費、
食料支援・文房具発送作業会場代

セーフティネット事業、就労支援、衣類バンク事業、研修講師・実践報
告者謝金、社会貢献活動推進連絡会議講師謝金　等

研修講師等旅費、役職員旅費　等

会議・研修資料コピー代、パンフレット印刷費、利用ガイド・手引き印
刷代　等

会議お茶代

備考

総合職員２名　他２名

就労支援（抗原検査キット等）、衣類バンク事業消耗品、
研修・会議消耗品等

食品（1,834,499円）、ダンボール・ガムテープﾟ等（48,493円）

シャーペン（1,074,150円）、ダンボール・ラベル等（65,807円）

返還金収入（ ６件）

県社協法人運営事業からの繰入金

令和5年度当初予算　2,028,000円

令和５年度　埼玉県社会福祉協議会
社会貢献基金サービス区分　決算書

備考

１　社会貢献活動
　　会費収入

53,087,000 53,087,000 0

高齢施設（129施設…41,992,000円）

障害施設（44施設…8,645,000円）

市町村社協（ 62社協…1,240,000円）

児童施設・その他（ 66施設…1,210,000円）
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科目 予算額 決算額 差額 備考

１２　保険料 14,000 6,524 7,476

１３　車輌費支出 27,000 23,320 3,680

１４　業務委託費支出 154,000 153,350 650

１５　租税公課 1,255,000 1,217,644 37,356

１６　負担金支出 16,774,000 16,729,530 44,470

１７　助成金支出 11,309,000 12,249,863 △ 940,863

１８　ソフトウェア取得支出 941,000 940,500 500

１９　退職給与積立金繰入
金支出

609,000 607,680 1,320

２０　社会貢献基金積立金
支出

1,000 0 1,000

合　計 57,105,000 57,616,094 △ 511,094

埼玉県社会福祉法人社会貢献基金残高　71,353,412円（令和5年度末）

拠点施設負担金、就労支援協力金等

現物給付（323件）、公益的な取組支援事業助成金（1件）

支援システム改修費用

就労支援に係る保険料

社会貢献支援員巡回車タイヤ交換代

担当相談員研修動画公開、文房具支援封入作業

租税公課（消費税の清算）
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埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 

令和６年度事業計画  

１ 推進協議会の運営 

埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会の運営を通じて、県内の社会福祉法人

による地域公益活動の推進を図る。 

（１）運営委員会の開催（３回程度） 

 事業計画・予算、事業報告・決算、その他重要事項を審議し決定する。 

（２）幹事会の開催（５回程度） 

運営委員会での協議事項のうち、さらに検討が必要な事項、その他各事業の推進

にあたり必要な事項を協議する。 

（３）社会貢献活動推進連絡会議（２回）※ 

 運営委員会委員や社会貢献支援員、会員施設等を対象に、事業推進に関する情報

交換や連絡調整を行う。 

※うち１回は、「７（１）１０周年記念式典」と兼ねる。

（４）セブン‐イレブン商品寄贈ＳＡＩＴＡＭＡプロジェクトへの協力 

セブン-イレブン・ジャパンから寄付いただいた物品を生活に困窮している世帯へ

提供し、支援の強化を図る。 

２ 生計困難者に対する相談支援事業（彩の国あんしんセーフティネット事業）の実施 

県内社会福祉法人が運営する施設・社協と協働し、生活困窮者に対し、現物給付を

含む相談支援事業を実施する。 

（１）相談支援の実施（通年） 

（２）会議・研修 

①社会貢献支援員連絡会議（１２回） 

 拠点施設に配置されている社会貢献支援員間の情報共有等を図る。 

②担当相談員向け研修・会議 

ア 担当相談員養成研修（３日×１回）

３日間の研修を行い、担当相談員に必要な知識や技術を身につける。

イ ブロック会議（４ヵ所×１回）

より円滑に事業を実施するため、ブロック内の会員施設、市町村社協等が情

報交換や連絡調整を行う。

ブロック会議・研修については、「１ 推進協議会の運営」から「２ 生計困難者

に対する相談支援事業（彩の国あんしんセーフティネット事業）」へ移動し、２回

から１回に変更する。 
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ウ 担当相談員フォローアップ研修（１日×１回） 

     未経験、または経験の少ない相談員を主な対象として、相談支援の手順や対

応について再確認し、理解を深める。 

   エ 担当相談員専門研修（１日×１回） 

     日々の相談業務における課題をテーマとして取り上げ学ぶことで、担当相談

員としてのスキルアップを図る。 

（３）食料支援の実施（３回程度） 

   会員施設・社協に対し、食料支援を行う。 

 

３ 社会福祉法人による就労支援の実施 

就労や社会参加に支援が必要な方に対して、社会福祉法人が訓練・就労の場を提供 

する。 

（１）訓練・就労の受入調整と各施設による受入（通年） 

（２）会議・研修 

ア 就労支援担当者研修（１日×１回） 

就労支援担当者に必要な基本的な知識を習得する。 

イ 事業所連絡会の開催（１回） 

施設間の情報共有を図り、訓練・就労を効果的に推進する。 

 

４ 衣類バンク事業の実施 

こどもの衣類を必要とする世帯に対し、保育施設等が収集した衣類等を当該世帯に

提供する。また、衣類等を収集する過程で、支援が必要と思われる世帯を発見した場

合、相談機関につなげていく。 

（１）衣類等の収集、分別、提供（通年） 

 収集した衣類を性別やサイズ別に分別し、衣類を必要とする世帯へ提供する。 

（２）会議・研修 

  ア 衣類バンク事業連絡会議（１回） 

    事業の推進を目的に、衣類バンク事業実施施設間での情報共有を行う。 

イ 事業説明会の実施（適宜） 

    参画施設拡大を図るため、説明の機会をつくる。 

 

５ 学習支援等を利用するこども（世帯）への支援 （文房具支援） 

学習支援やフードパントリー等を利用するこども（世帯）に対し、学習に必要な文房 

具等を配布し、学びを応援する。併せて、各事業及び社会福祉法人の周知を図る。 
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６ 市町村域における公益的な取り組みの支援 

  個別支援や助成、情報交換会の開催等を通じ、市町村域における複数法人による公益

的な取組の検討や実施・拡充を支援し、公益的な取組の推進や生活困窮者への支援の拡

充を図る。 

  

７ １０周年記念事業（※「１（３）社会貢献活動推進連絡会議」と兼ねる） 

（１）記念式典 

会員施設・社協等を対象に、推進協議会の１０年間の取組（セーフティ、就労、衣

類）成果を報告し、情報交換を行う。 

（２）記念誌の発行 

１０周年の取組をまとめ、会員施設や各関係機関へ配布し、推進協議会の広報・入

会促進につなげる。 

 

８ 組織強化・広報活動 

（１）組織強化 

未加入施設への加入促進を図り、５年間（令和６年度末）で県内社会福祉法人の加

入率が３０％となるよう会員拡大を行う。 

推進協議会の事業に関わる職員のスキルアップを図り、支援の質の向上や事業の活

性化を目的に、外部研修の助成を行う。 

（２）広報活動・情報発信 

行政・自立相談支援機関等の関係機関に対する事業周知及び関係構築を強化する。 

また、「ツナグ通信（会員向けニュースレター）」の発行により会員への情報提供を

行う。 

 

 

 

新規 
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【事業活動による収入】 （単位：円）

科目
R5

予算
R6

予算
増減 内訳

１　会費収入 52,797,000 53,087,000 290,000 53,087,000

２　賛助会費収入 10,000 10,000 0 10,000

３　参加費収入 0 0 0 0

４　寄附金収入 1,000 1,000 0 1,000

５　返還金収入 1,000 1,000 0 1,000

合　計 52,809,000 53,099,000 290,000

【事業活動による支出】 （単位：円）

科目
R5

予算
R6

予算
増減 内訳

1　人件費支出 14,478,000 14,804,000 326,000 14,804,000

120,000

60,000

2,100,000

12,000

92,000

60,000

1,700,000

26,000

222,000

16,000

5,000

35,640

60,000

24,000

63,000

30,000

40,000

1,530,000

53,250

30,000

5,000 ③就労支援　事業所連絡会会場代（5,000円×１回）

752,400

2,000

9,000

10,000 ⑥公益的な取組支援　情報交換会会場代（10,000円×1回）

100,000

111,000

20,240 ②拠点施設巡回車タイヤ交換（5,060円×4台）

160,000 ②拠点施設巡回車タイヤ購入費（40,000円×4台）

40,000

98,000

86,000

40,000 ②セーフティ　ブロック会議実践発表者謝金（5,000円×2名×4ブロック）

44,000

20,000

10,000

60,000 ⑥公益的な取組支援　情報交換会講師謝金（講師1名、実践報告者4名）

100,000

43,200

1,600

129,600 ①職員旅費（1,800円×6回×12ヶ月）

9,600

6,400

8,000

6,400

21,600

9,600 ⑥公益的な取組支援　情報交換会講師旅費（1,600円×6名）

89,000

43,200

120,000

98,800

100,000

35,000

10,000 ③就労支援　研修・会議資料印刷費（5,000円×2回）

70,000

2,000

60,000 ⑤文房具支援　チラシ印刷費（17000部）

926,640

328,000

111,000

8　修繕費 100,000 100,000 0 100,000 ②車両修繕費

②セーフティ　関係資料・パンフレット増刷/改訂　印刷費

②セーフティ　研修・会議資料印刷費（5,000円×7回）

④衣類バンク　チラシ印刷費（２種類）

④衣類バンク　会議資料印刷費

⑦10周年記念　記念誌作成費

⑦10周年記念式典　運営委員旅費（27,200円）、幹事旅費（16,000円）

７　印刷製本費支出 1,332,000 1,862,000 530,000

①会議資料等コピー代（10,000円×12ヶ月）

①要覧印刷費（260円×380部）

⑦10周年記念　感謝状・表彰状作成費（3,280円×100施設）

共通経費

②セーフティ　担当相談員専門研修講師、実践報告者旅費（1,600円×4名）

③就労支援　担当者研修講師旅費（1,600円×5名）

③就労支援　事業所連絡会講師旅費（1,600円×4名）

⑥公益的な取組支援　職員旅費（1,800円×12ヶ月）

⑦10周年記念式典講師　宿泊代（10,000円）、旅費（79,000円）

④衣類バンク　連絡会議実践報告者謝金（5,000円×2名）

⑦10周年記念講演　講師謝金

6　旅費交通費支出 404,000 369,000 △ 35,000

①運営委員会（27,200円×1回）・幹事会（16,000円×1回）旅費

①社会貢献活動推進連絡会議講師旅費（1,600円×1名）

②セーフティ　担当相談員養成研修講師旅費（1,600円×6名）

5　諸謝金 433,000 498,000 65,000

①社会貢献活動推進連絡会議講師謝金（20,000円×2H×1名）

②セーフティ　担当相談員養成研修講師謝金（講師4名、実践報告者2名）

②セーフティ　担当相談員専門研修講師謝金（講師2名、実践報告者2名）

③就労支援　担当者研修講師謝金（5,000円×4名＋6,000円×4H）

③就労支援　事業所連絡会実践報告者謝金（5,000円×4名）

③就労支援　自動車リース代（62,700円×12か月）

④衣類バンク　連絡会議（2,000円×1回）

⑤文房具支援　発送準備会場代（3,000円×3日間）

⑦10周年記念式典　会場代

共通経費

4　車輌費 76,000 181,000 105,000

②セーフティ　担当相談員養成研修会場代（30,000円×2日）（3,000円×1日）

②セーフティ　担当相談員フォローアップ研修会場代（30,000円×1日）

②セーフティ　担当相談員専門研修会場代（40,000円×1回）

②セーフティ　自動車リース代（27,500円×4台×5か月）（35,000円×4台×7か月）

②セーフティ　食料支援発送準備会場代（17,750円×3回）

③就労支援　担当者研修会場代（30,000円×1日）

3　賃借料 2,733,000 2,877,000 144,000

①運営委員会3回・幹事会5回（2,000円×8回）

①社会貢献活動推進連絡会議（5,000円×1回）

①Zoomライセンス利用料

②ブロック会議・研修（15,000円×4ブロック×1回）

②支援員連絡会議 （2,000円×12回）

備考

職員3.5名分（就労支援専門員含む）

②セーフティ　事務消耗品等（5,000円×12ヶ月）

②セーフティ　食料支援　食品・発送用消耗品　（700,000円×3回）

③就労支援　事務消耗品等（1,000円×12ヶ月）

③就労支援　PCR検査キット（2,300円×40回）

④衣類バンク　事務消耗品等（5,000円×12ヶ月）

2　消耗品費支出 4,210,000 4,392,000 182,000

①協議会運営事務消耗品等(10,000円×12ヶ月）

⑤文房具支援　消耗品等（100円×17,000名）

⑦10周年記念　消耗品

共通経費

令和６年度　埼玉県社会福祉協議会
社会貢献基金サービス区分　予算書

備考

R5会費　53,087,000

賛助会員　１ヵ所

企業・個人からの寄附金

返還金
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科目
R5

予算
R6

予算
増減 内訳 備考

72,000

72,240

4,200

34,230

25,234 ①推進協議会　資料郵送代　運営委員会（341円×17名×2回）幹事会（341円×10名×4回）

18,720

240,000

297,600

16,380 ③就労支援　会議資料等郵送代（210円×39施設×2回）

64,800 ③就労支援専門員　携帯電話代（5,400円×12ヶ月×1台）

85,680 ④衣類バンク　施設・社協からの郵送代（840円×51ヵ所×2）  

232,100 ④衣類バンク　利用者への郵送代（1,056円×160件、451円×140件）

42,600 ④衣類バンク　チラシ郵送代（150円×284ヵ所）

35,385

10,400 ④衣類バンク　入会施設あて資料郵送代（520円×20施設）

63,600

48,300

47,500

222,000

2,800

4,800

1,420

4,400 ③就労支援　研修講師昼食代(700円×5名） /お茶代（100円×9名）

219,100

1,617,000 ②ケース管理システム月額利用料（134,750円×12ヶ月）

277,000

50,000

117,000

40,000

2,640

28,000

166,000

14　保険料 14,000 11,000 △ 3,000 10,080 ③就労支援　保険料（28円×9日×40名）

10,000

1,346,000

16,368,000

720,000

51,000

300,000

9,800,000

1,000,000

18　ソフトウェア取得支出 800,000 500,000 △ 300,000 500,000

合　計 56,857,000 59,354,000 2,497,000 59,348,379

【その他の活動による収入】

科目
R５

予算
R６

予算
増減

１　法人運営事業繰入
     金収入

2,640,000 2,640,000 0

２　社会福祉施設事業
     繰入金収入

0 0 0

３　社会貢献基金積立
     金取崩収入

2,028,000 4,248,000 2,220,000

合　計 4,668,000 6,888,000 2,220,000

【その他の活動による支出】

科目
R５

予算
R６

予算
増減

１　退職給与積立金繰
     入金支出

619,000 632,000 13,000

２　社会貢献基金積立
     金支出

1,000 1,000 0

合　計 620,000 633,000 13,000

【事業活動による支出の内訳】

1,349,000

33,554,000

1,799,000

603,000

1,950,000

1,102,000

1,738,000

15,436,000

2,455,000

1,000

59,987,000

共通経費

基金積立

合計

⑤文房具支援

⑥市町村域における公益的な取組支援

⑦10周年記念事業

人件費

社会貢献基金積立

①推進協議会運営

②彩の国あんしんセーフティネット事業（相談支援）

県社協法人運営事業からの繰入金

②ケース管理システム改修費

③就労支援

④衣類バンク事業

17　助成金支出 9,300,000 11,100,000 1,800,000

①外部研修助成金（10,000円×30施設・社協）

②現物給付（28,000円×350件）

⑥公益的な取組支援　助成金（100,000円×10ヵ所）

16　負担金支出 17,414,000 17,139,000 △ 275,000

②拠点施設への負担金（341,000円×12か月×4か所）

③就労支援受入事業所への補助（2,000円×9日×40名）

④衣類バンク　衣服梱包・保管物品　負担金（1,000円×51施設）

15　租税公課 1,327,000 1,356,000 29,000
①印紙代

消費税（人件費相当額）【共通経費】

13　手数料支出 162,000 237,000 75,000

②拠点施設巡回車　タイヤ処分費用（2,000円×20個）

③就労支援　保険料振込手数料（110円×2回×12ヶ月）

⑦10周年感謝状筒入れ手数料（280円×100）

共通経費

12　業務委託費支出 80,000 167,000 87,000
②セーフティ　研修動画掲載

⑤文房具支援　封入依頼（17,000個分）

11　保守料 2,110,000 2,114,000 4,000

①ホームページ保守料

共通経費

10　会議費 21,000 14,000 △ 7,000

①運営委員会・幹事会お茶代（100円×28名）

②社会貢献支援員連絡会議お茶代（100円×4名×12回）

②セーフティ　研修講師昼食代（700円×1名）/お茶代（120円×6名）

9　通信運搬費 1,863,000 1,633,000 △ 230,000

①固定電話代、連絡調整費等（6,000円×12か月）

①推進協議会　会費請求・会員台帳確認郵送代（120円×2回×301施設・社協）　

④衣類バンク　入会案内資料郵送代（105円×私立保育施設337ヵ所）

⑤文房具支援　各団体への郵送代（1,450円×40ヵ所＋560円×10ヵ所）

⑦10周年記念　記念誌郵送代（105円×460ヵ所）

⑦10周年記念　感謝状・表彰状郵送代（950円×50施設）

共通経費

①推進協議会　入会施設あて資料郵送代（210円×20施設）

①推進協議会　要覧　郵送代（105円×326施設・社協）

②セーフティ　会議・研修資料郵送代（104円×90施設×2回）

②セーフティ　食料支援　郵送代（80,000円×3回）

②社会貢献支援員　携帯電話代（6,200円×12か月×4台）
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